
76　植調　Vol.56, No.1　(2022)

離があり，カサラスのクロマゾン耐性
は複数の遺伝子座で制御されているこ
とが示唆された。

次に，日本晴／カサラス（51 系統）
およびコシヒカリ／カサラス（39 系
統）の染色体断片置換系統群（CSSL）
を用いて，クロマゾン感受性を解析し
た。これらの CSSL は，日本晴または
コシヒカリの遺伝的背景にカサラス
ゲノム全体をカバーする部分断片を
持ち，目的の表現型を支配するゲノ
ム領域を同定するのに利用される。1 
μ M のクロマゾンを処理すると，ほ
とんどの系統が日本晴またはコシヒ
カリと同様に白化したが，日本晴／
カサラスの 2 つの CSSL（SL22 およ
び SL24）とコシヒカリ／カサラスの
2 つの CSSL（SL212 および SL214）
は部分的な耐性を示した（図 -4 b ）。
これらの 4 系統は，いずれも 5 番染
色体上にカサラスの DNA 断片を有し
ていた。耐性のある系統に共通する領
域にはクロマゾンの作用点遺伝子の 1
つである DXS1 も含まれており，これ
がクロマゾン耐性に関わる可能性もあ
る。

おわりに

イネでは，除草剤感受性の品種間差
が複数の除草剤で報告されており，比
較的シンプルな遺伝機構によるものが
多い。古くから知られている例として
ALS 阻害剤の感受性差があり，長粒
型のイネは日本晴などと比較し ALS
阻害剤により強い耐性を示すことが
知られている。この違いは ALS 阻害
剤を解毒する P450 遺伝子 CYP72A31

の差異（日本晴やコシヒカリでは非
機能型）で説明される（Saika et al. 
2014）。また，比較的最近明らかになっ
た例として，ベンゾビシクロンなどの
トリケトン系除草剤に対する感受性の
品種間がある。トリケトン系除草剤に
ついては，ALS 阻害剤とは逆に長粒
系のイネは感受性が高い。この違いに
は 2 番染色体に座乗する 2 価鉄イオ
ン・2- オキソグルタル酸依存型酸化
酵素 HIS1 の差異（長粒系イネで非機
能型）による（Maeda et al. 2019）。

クロマゾン感受性差については，研
究開始当初に予想したよりも複雑な遺
伝的メカニズムがあることが明らかに
なった。耐性遺伝子の一つは 5 番染

色体に存在する可能性が高いが，その
効果は大きくなく，当該遺伝子のみを
長粒型に置き換えるだけでは短粒エ
リート品種に実用レベルのクロマゾン
耐性を付与することは困難であろう。
一方でクロマゾン耐性関連遺伝子の同
定が進み，品種間差の詳細が解明され
れば，クロマゾン耐性短粒品種の開発
や，短粒種にも利用可能な除草剤の開
発など，応用的な展開も期待できる。
抵抗性が潜性遺伝するため遺伝学的ア
プローチのみによって原因遺伝子を明
らかにすることは容易ではないが，ゲ
ノム編集技術の活用や，ゲノムワイド
関連解析などの手法を取り入れること
により，原因遺伝子の同定を加速でき
る可能性もある。
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図 -4　カサラスのクロマゾン感受性に関する遺伝解析
（a） カサラス x 日本晴 F2 集団におけるクロマゾン感受性の分離。1 μMに対する反応で評価した。（b） 染色体断片置換系統のクロマゾン感受性。
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サクラの花が終わって，さあこれから春本番という時に，傷
心の私は故郷へと，この小さな街に帰ってきた。街中のこぢん
まりとした駅でローカル列車に乗り換えた。走り出した鈍行は
駅を 3 つも過ぎると青々とした田園を行く。車内の向こうの
席から高校生の男女が楽しそうに話している声が聞こえる。学
年が新しくなって嬉しいのだろうか。

5 つ目の無人駅で私は降りた。駅を出て左へ折れると 2m ほ
どの幅の道が続く。その線路際，高さ 50cm ほどのところが
薄紫色の霞がかかったようにぼんやりとしている。その向こう
を，今乗ってきた気動車が唸りながら走り，遠ざかっていく。
一瞬，朱色の気動車の車体の下半分が薄紫に塗り分けられた。

霞の正体を確かめようと線路へと近づいてみた。高さ 40 ～
50cm ほどのところで，1cm ほどの青紫色の花がいっぱいに
咲いていた。膝を折って花に顔を近づける。小さな紫色の花は
胸を反らせて両手を広げた人

ひとがた

形にも見えるし，大きく口を開け
て「あかんべ」をしながら「白い」舌を突き出しているように

も見える。いや，白いふくらみを自らの鼻にあてるなら薄紫色
の仮面にも見える。

その仮面が大挙して，しゃがみ込んだ私の膝小僧を見つめて
いる。

遠藤由季の現代短歌にこんなのがあった。
　オオバコ科マツバウンランむらさきの
　　　小顔なる花わが膝を見つむ（短歌研究 2020 年 7 月号）
マツバウンランはオオバコ科マツバウンラン属の越年草。関

東以西から九州までの荒地，芝生，路肩，線路沿いの敷地，さ
らには駐車場のわずかな縁石の間などでみられる。茎は基部で
数本に分かれ，走出枝を出し，先端に子株を作って広がってい
く。花をつける茎は数本が束生し，高さ 20cm ～ 60cm。4 月
から 5 月頃，先端に，青紫色で大きさ 1cm ほどの仮面状の唇
形花を穂状につける。北アメリカ原産とされ，日本では 1941
年に京都の伏見区で採集されたのが最初の記録とされている
が，いつごろから帰化していたのかは定かではない。
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